
　第１節　次代へつなぐ信州農業

　　１　次代を担う経営体の育成と人材の確保
　　２　消費者に愛され信頼される信州農畜産物の生産
　　３　需要を創出するマーケティング
　　４　作物別の生産振興の目標等

　第２節　消費者とつながる信州の食
　　１　本物を味わう食と食し方の提供
　　２　しあわせな暮らしを支える豊かな食の提案

　第３節　人と人がつながる信州の農村

　　１　持続的な農業生産活動を支える基盤づくり
　　２　多様な人材の活躍による農村コミュニティの維持
　　３　地域の強みを活かした農村景観や地域資源の活用

第 ３  章

食と農業・農村のめざす姿と施策の展開方向

１　基本目標

２　めざす姿

３　施策の基本方向

４　施策体系

５　農業生産構造等の目標

　第１節　次代へつなぐ信州農業

　　１　次代を担う経営体の育成と人材の確保
　　２　消費者に愛され信頼される信州農畜産物の生産
　　３　需要を創出するマーケティング
　　４　作物別の生産振興の目標等

　第２節　消費者とつながる信州の食

　　１　本物を味わう食と食し方の提供
　　２　しあわせな暮らしを支える豊かな食の提案

　第３節　人と人がつながる信州の農村

　　１　持続的な農業生産活動を支える基盤づくり
　　２　多様な人材の活躍による農村コミュニティの維持
　　３　地域の強みを活かした農村景観や地域資源の活用
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１　基本目標
　　

２　めざす姿　

　「食」は私たちの生活に欠かすことのできない大切なものです。
　その「食」のもととなる安全で安心な農畜産物を、安定的に供給している産業が農業です。
　県民生活に大きく関わっている農業・農村を、県民一人ひとりの高い意識によって守り、農
業者の高い技術力、経営力、マーケティング力をもって、農業を更に発展させることにより、
みんなが笑顔になり、幸せを感じて暮らせる農村をめざします。

（１）めざす農業の姿
・農業が県民の生活に欠かすことのできない成長性のある産業として、夢と希望にあふれる次の
世代に継承されています。
・志の高い農業者が、本県の恵まれた気候と立地条件、高い技術力を活かし、消費者ニーズに即
した高い品質の農畜産物を安定的に生産・供給することにより、県内外の多くの人から支持さ
れ、国内トップクラスの魅力ある農業が展開されています。
・集積・集約化された農地で、企業マインドを持った農業者が、多くの人を雇用して、高い経営
力を活かしながら効率的で収益性の高い農業を展開し、地域経済をけん引しています。
・企業型経営体※１が、障がい者や高齢者の働き場を確保したユニバーサル農業※2 を展開してい
ます。
・オリジナル性にあふれ高い品質の県産農畜産物は、「プレミアム」、「オリジナル」、「ヘリテイ
ジ」※3 の３つの厳選基準によりブランド力が向上するとともに、国内外の市場でマーケットイ
ンの販売や輸出戦略が展開されています。

・ 農業者が生産から加工・販売までを一貫して行う６次産業化に加え、農業者と食品事業者によ
る農商工連携が展開されています。

次代へつなぐ、笑顔あふれる信州の食と農業・農村

※１企業型経営体
従業員を雇用して生産や販売などの部門ごとに専門スタッフが配置されている経営体

※２ユニバーサル農業　
「園芸福祉」や「園芸療法」など農作業を行うことによる生きがいづくりや、高齢者・障がい者の社会参加
などの効用を、農業現場に活かす取組

※３「プレミアム」、「オリジナル」、「ヘリテイジ」
おいしい信州ふーどで位置付けられた３つの厳選基準のカテゴリ
プレミアム：信州産の食材にこだわり厳選基準に基づいた米、牛肉、日本酒、ワイン等
オリジナル：長野県で開発された品種
ヘリテイジ：伝統的又は地域固有の価値を有する伝統野菜やおやき、そば等
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第３章　食と農業・農村のめざす姿と施策の展開方向

第　
３　
章

（２）めざす食のあり方
・本県で生産・加工されたの農畜産物の魅力を県民が共有するとともに、一人ひとりが自信と誇
りを持って、県外や外国の方々に向かって様々な場面で発信しています。
・農産物直売所、量販店の直売コーナーの充実や機能強化などにより、地域で生産された農畜産
物を手軽に購入できる環境が整備されています。
・県内のホテルや旅館、飲食店をはじめ、食材を扱う現場では、県産食材への関心が高まり、農
産物直売所等との安定した取引により利用が広がっています。
・本県の主力農畜産物を中心に、機能性や栄養価、食べ方が県内外で広く理解されています。
・小中学校での食育に加え、食事を通じて食文化やマナーを教える食育の取組が家庭や地域でも
展開され、健全な食生活の実践を通じて、健康で豊かな人間性が育まれています。

（３）めざす農村の姿
・農村に暮らす全ての方が、それぞれの出番と役割を担い、笑顔あふれる農業と生活が営まれ、
生き生きと活躍しています。
・農地や農業水利施設等が適切に保全管理されるとともに、ため池等の防災減災対策、野生鳥獣
被害の防止対策が進められ、農業者や地域住民が安心して営農や生活を継続しています。
・農村における共同活動に、農村での暮らしに憧れる多くの人々が参加して農村コミュニティが
形成されています。
・都市部の住民や教育機関などと連携して、農業・農村の持つ多面的機能の維持に向けた活動が
展開されています。
・風光明媚

び

な景観、歴史的な水路、伝統行事などを活かした都市農村交流や、これらを観光資源
として活かした「観光ツアー」などの農村ビジネスが展開されています。

３　施策の基本方向
　10年後のめざす姿の実現に向けて、人口動向などの将来の社会情勢を予測して、今後５年間に
おいて、「産業としての農業」、「消費者が求める食」、「暮らしの場としての農村」の３つの視点から、
総合的かつ戦略的に施策を展開します。

  基本方向１ 　次代へつなぐ信州農業［産業としての農業］
・ 将来の長野県農業の大宗を担う農業経営者の姿を明確にし、志の高い農業者の確保と経営力の
向上、経営規模の拡大、新品目の導入やＩＣＴの活用、新技術への挑戦など、経営基盤を強化
する取組を進めます。

・ 農業高校や農業大学校などと連携して、親元就農者等の就農を促進するとともに、意欲ある新
規就農希望者等の支援など、担い手の確保・育成を進めます。

・ 農業経営体を支える雇用人材を安定的に確保し、更なるスキルアップを図るシステムの構築を
進めます。

・ 集落営農組織については、持続的な地域農業が展開できるよう法人化を進め、中心的な役割を
担う人材の育成と経営力の強化を進めます。
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・ 本県の自然環境や立地条件を活かして、環境との調和を図りつつ、消費者ニーズに即した高品
質でこだわりのある農畜産物の生産を進め、農業所得の向上を図ります。

・ 「プレミアム」、「オリジナル」、「ヘリテイジ」の基準を時代のニーズに合わせて拡充し、３つ
のカテゴリを活かした本県農畜産物のブランド力の向上を進めます。

・ 消費者や実需者のニーズをいち早く的確に把握し、マーケットインによる戦略的なマーケティ
ングを展開するとともに、新たに産地側から需要を創出する取組を進めます。

・ 重点対象国と重点品目を設定し、商業ベースの戦略的な輸出を進めます。
・ 県内食品事業者等と連携して、本県農畜産物の機能性を活かした新たな需要創出や契約栽培な
ど、６次産業化の取組を進めます。

・ 農業用水を安定供給するため、農業水利施設の長寿命化を進めるとともに、ほ場の大区画化や
畑地かんがい施設の整備、農業用水の管理省力化等により生産性の向上を図ります。

  基本方向 2 　消費者とつながる信州の食［消費者が求める食］
・ 本県農畜産物の魅力が県民に共有され、県民一人ひとりが情報発信する県民運動を展開してい
くため、本県産の農畜産物と農産加工品の更なる魅力向上に向けた「おいしい信州ふーど」の
取組を進めます。

・ 地域で生産された農畜産物を消費者が手軽に購入でき、ホテルや旅館、飲食店等の食材を扱う
事業者などが安定的に仕入れることができる仕組みづくりを進めます。

・ 本県で生産される農畜産物等の機能性や栄養価、食べ方、健康との関わりなどについて、県民
への理解を促進するための取組を進めます。

・ 「食」に関する体験や知識の習得、健全な食生活の実現、伝統的な食文化の継承などについて、
信州ＡＣＥ (エース )プロジェクトなどの県民運動と連携して取組を進めます。

  基本方向 3 　人と人がつながる信州の農村［暮らしの場としての農村］
・ 農業水利施設の保全管理体制の強化を進めるとともに、ため池の耐震化、野生鳥獣被害の防止
対策など、農村環境の整備を進めます。

・ 農業・農村における多面的機能の重要性について、広く県民に理解していただくための取組を
強化し、県民との協働による維持活動の取組を進めます。

・ 自然豊かで美しい農村を更に磨き上げ、将来に引き継いでいくため、都市部からの移住者や定
年帰農者など多様な人材を受け入れる環境を整備するとともに、コミュニティ活動を支援しま
す。

・ 地域の実情に合わせて、地域を維持・発展させていく自主的な活動への支援を強化します。
・ 農村における自然環境や歴史的な農業資産、利用できる空き家や荒廃農地等を活用した都市農
村交流など、農村自らの創意と工夫で行う地域の活性化に向けた取組を、関係機関・団体と連
携して支援します。
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第３章　食と農業・農村のめざす姿と施策の展開方向

第　
３　
章

４　施策体系

１ 次代を担う経営体の育成と人材の確保 
 ア 企業マインドで信州農業を支える中核的経営体の育成 
 イ 中核的経営体を支える雇用人材の安定確保 
 ウ 次代の信州農業を担う新規就農者の確保・育成 
 エ 地域農業を支える多様な農業経営体等の確保・育成 

２ 消費者に愛され信頼される信州農畜産物の生産 
 ア マーケットニーズに応える競争力の高い信州農畜産物の生産 
  イ 環境農業の推進と農畜産物の安全性の確保 
 ウ 次代を拓く新品種・新技術開発と普及活動の展開 
 エ 稼ぐ農業を支える基盤整備の推進 

Ⅰ 次代へつなぐ信州農業
　　［産業としての農業］

３ 需要を創出するマーケティング 
 ア プレミアム・オリジナル・ヘリテイジによるブランド力の強化 
  イ マーケットインによる農畜産物の需要創出 
 ウ 世界に求められる信州農畜産物の戦略的な輸出促進 
 エ 稼ぐ６次産業化ビジネスの展開 

１ 本物を味わう食と食し方の提供 
ア 「おいしい信州ふーど」の取組による信州産食材の魅力発信 
 イ 食の地消地産と農産物直売所の機能強化

２ しあわせな暮らしを支える豊かな食の提案 
 ア 未来を担う子どもたちへの信州の食の伝承 
 イ 地域ぐるみで取り組む食育の推進 

Ⅱ 消費者とつながる信州の食
　　［消費者が求める食］

Ⅲ 人と人がつながる信州の農村
　　［暮らしの場としての農村］

１ 持続的な農業生産活動を支える基盤づくり 
ア 持続的な営農を支え、暮らしを守る農村環境の整備 
 イ 都市住民との協働など皆に理解されて進める多面的機能の維持 

３ 地域の強みを活かした農村景観や地域資源の活用

２ 多様な人材の活躍による農村コミュニティの維持 

ひら
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５　農業生産構造等の目標
◇ 農業・農村の展望 ◇

　　

◇ 食と農業・農村の経済努力目標 ◇

単位

戸

販売農家

自給的農家

経営体

人

人

経営体

ha

田

普通畑

樹園地

牧草地

％

％

％

％

2010年
（実績）

2015年
（実績）

2022年
（見通し）

2022年
/2015年

耕　　地　　面　　積

耕　地　利　用　率

ほ場整備率（水田）

ほ場整備率（畑）

畑地かんがい率

2005年
（実績）区分

総　農　家　戸　数

農業就業人口

基幹的農業従事者

農　　業　　法　　人

農　業　経　営　体

89.7%94,000104,759117,316126,857

77.3%40,00051,77762,07674,719

101.9%54,00052,98255,24052,138

79.0%42,50053,80864,28977,304

78.4%65,00082,922100,244130,823

84.4%62,00073,46783,24788,666

117.6%1,080918762659

 96.9%105,500108,900111,200113,600

95.4%51,50054,00055,40057,600

101.1%36,50036,10036,30035,200

93.5%14,50015,50016,20017,100

90.9%3,0003,3003,3503,570

 102.4%87858789

105.6%57545250

100.0%27272626

100.0%27272626

ha

ha

ha

ha

戸

戸

3,118億円            3,300億円             105.8%

2,916億円            3,000億円             102.9%

202億円               300億円             148.5%

268万円/ha          284万円/ha            106.0%
　米                      127万円/ha                 141万円/ha                  110.9%

果　樹                   380万円/ha                 421万円/ha                  110.6%

野　菜※                 371万円/ha                 369万円/ha                    99.5%

花　き                2,125万円/ha               2,247万円/ha                  105.7%

指標名

農業農村総生産額

現状（2015年）     目標（2022年）

農業の単位面積当たり生産性

(参考）
品目別の単位面積
当たり生産性

農産物産出額

農業関連産出額

※野菜：2015年は価格が高騰し生産性が上昇したため、目標を平年単価で試算した2022年は2015年を下回る

2022年
/2015年
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第３章　食と農業・農村のめざす姿と施策の展開方向

第　
３　
章

◇ 2022 年度を目標とする農業生産構造等のイメージ ◇

◇ 皆で支える農業・農村のイメージ ◇

営農の場

暮らしの場

水源かん養等の
多面的機能

所得確保

雇用創出

地域経済のけん引

流通・加工・販売事業者

・先駆的な経営により地域農業の中核としてけん引
・農業のイメージを刷新する「新3K」※  を実践
・農業を核とした農村活性化に貢献
※新3K：「かっこいい」、「稼げる」、「感動を与える」

・地域の農業・農村を支える人材として活躍
・営農の継続による農地の維持・管理、産地の
持続的な発展に貢献
・農村コミュニティ活動を通じた農村の多面的
機能の維持に貢献

ＪA等行　政

協力 支援 支援

協働

参画

地 域 住 民

ＵIターン者
地域おこし協力隊

都 市 住 民

ＮPO法人等

中核的経営体等

小規模農家・兼業農家・定年帰農者等

農業 農村

農業経営体 53,808経営体 (50%)

中核的経営体
8,689経営体（8％）

総農家等 106,790戸

耕地面積108,900ha

農産物産出額 2,916億円

自給的農家
52,982戸 （50％）

その他農業経営体
45,119経営体（42％）

中核的経営体
2,186億円 （75％）

その他農業経営体
＋自給的農家
730億円（25％）

中核的経営体
42,255 ha（39％）

その他農業経営体
27,506 ha（25％）

自給的農家
9,654 ha
（9％）

その他29,485ha（27％)
（耕作放棄地※2、不在地主、
土地持ち非農家等）

農業経営体 42,500経営体 (44%)

自給的農家
54,000戸（56％）

その他農業経営体
32,500経営体（34％）

中核的経営体
2,432億円 （81％）

その他農業経営体
＋自給的農家
568億円（19％）

中核的経営体
57,200 ha（54％）

その他
農業経営体
11,200 ha
（11％）

自給的
農家

10,000 ha
（9％）

中核的経営体
10,000経営体(10％)

総農家等 96,500戸

農産物産出額 3,000億円

その他 27,100ha （26％）
（耕作放棄地※2、不在地主、
土地持ち非農家等）

耕地面積 105,500ha

  ※1

※1　2015農林業センサスから推計
※2　農林業センサスの耕作放棄地のうち、通常の農作業により営農の再開が可能な不作付の耕地。
　　　第４章「地域別の発展方向」で示す図においても同様。
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◇ 経済努力目標の内訳 ◇
●作物別農産物産出額の努力目標

●農業関連産出額の努力目標
※四捨五入のため、合計が一致しない場合がある

作付面積
(ha)

42,030
米
麦

大　　　　豆
そ　　　　　　　ば

14,665
り　　　ん　　　ご
ぶ　　　ど　　　う
な　　　　　　　し
も　　　　　　　も
そ　の　他　果　樹

24,244
レ　　　タ　　　ス
は　　　　く　　　　さ　　　い
キ　　　　ャ　　　　ベ　　　　ツ
ブ　　　ロ　　　ッ　　コ　　　リ　　ー
ア　　　ス　　　パ　　ラ　　　ガ　　ス
ト　　　マ　　　ト
き　　　　ゅ　　　う　　　　り
そ　　　の　　　　他　　　　野　　　　　菜

701 174,600千本
20,870千鉢 149 185,516千本

24,695千鉢 160

キ　　　　　　　ク
カ　ー　ネ　ー　シ　ョ　　ン 111.1%
リ　　　ン　　　　ド　　　ウ
ト　　ル　コ　ギ　キ　ョ　ウ 115.9%
ア　ル　ス　トロメリア
シ　　　　ク　　　　ラ　　　　メ　　　ン
そ　　　の　　　　他　　　　花　　　　き

－
え  　の  　き  　た  け
ぶ  　な  　し  　め  じ
そ 　の 　他 　き の こ

－

113,600頭
1,401千羽 136,403 120,525頭

1,327千羽 135,883

乳　　　用　　　牛
肉　　　用　　　牛

豚
鶏

88産畜他のそ

産出額
(億円)

飼養頭羽数
（頭、千羽）

生産量
（ｔ）

目標/現状
（産出額）
②/①

目標/現状
（産出額）

目標（2022年）

農産物産出額 計

畜　　　産

飼養頭羽数
（頭、千羽）

生産量
（ｔ）区分

花　　　き

き　の　こ

そ　の　他

米　穀　類

区分
現状（2015年）

果　　　樹

野　　　菜

産出額
(億円)

②産出額
（億円）

生産量
(t)

作付面積
(ha)

①産出額
（億円）

生産量
(t)

104.8%460214,21740,870439215,630
103.6%437194,22231,000422200,50033,200
125.0%511,8413,17049,2502,740
85.7%64,2822,30073,5402,120
200.0%123,8724,40062,3403,970
108.4%605242,08514,379558236,350
108.0%301161,5897,728279157,2007,870
122.2%18529,2202,47215128,3002,400
92.1%4016,6008044316,520875
88.0%4116,4771,0624715,9001,120
96.4%3818,2002,3133918,4302,400
97.3%875648,61023,724899638,964
82.7%253194,4445,856306191,5005,940
81.7%125214,2862,587153222,3002,760
106.3%5175,4921,7184863,7001,490
127.3%4212,1591,101338,240862
163.6%363,6541,021222,390971
120.8%2923,4354392420,600399
117.6%4017,3514303414,900403
107.9%300107,78810,571278115,33411,419

107.4%712

112.6%1733,4101111532,900120
3059,558852751,90084

37,50033
1612,243451412,30048

112.8%1521,599261319,80024
96.0%122,76319132,73019
108.1%7080,6384266568,340373
101.8%505161,218－496156,301
96.9%18785,690－19381,213－
107.5%18749,983－17449,864－
102.6%13125,545－12825,224－
134.3%90－－67－

99.0%305308

96.8%122103,25815,700126106,05616,600
98.7%786,01022,825795,54823,000
111.3%5912,83782,0005311,15874,000
92.9%3913,7781,3274213,6411,401
100.0%
102.9％3,0002,916

202
水　　産
農産加工
観光農業

現状（2015年）区分
（単位：億円）

農業関連算出額  計 148.5%
目標/現状目標（2022年）

300
110.0%5550
204.2%14571
123.5%10081
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第３章　食と農業・農村のめざす姿と施策の展開方向

第　
３　
章

◇ 施策の達成指標 ◇

番号 項　　目 現　状
(2016年度)

目　標
(2022年度） 設定の考え方




